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過去の教訓を未来に活かす
施設長　吉田　幸雄

今年は、酷暑の日が多い夏でした。４０度にも近づこうかという本州の夏に比べるべくもありませんが、８月の末まで３０度以上の日々が続いていました。昔は、「お盆が過ぎると急に涼しくなるね」と、北国の夏の過ごしやすさを話題にしながら喜んでいましたが、最近はちょっと変わってきたような気がします。それでも、朝夕の吹く涼やかな風の中に、ほんの少し秋の空気を感じるようになりました。いつの間にか、虫の音も聞かれ始めました。まだまだ残暑厳しい毎日ですが、季節は確実に進んでいます。日の暮れはどんどんと早くなり、「たそがれ」「かはたれ」の秋の夕暮れを感じる季節がもうそこまで来ています。

８月は子供たちに知らせたい、考えてもらいたい大切な日々がありました。昭和２０年に『８月６日の広島』『８月９日の長崎』の原爆の日や、『８月１５日』の終戦の日です。終戦から数えて今年は７５年が過ぎましたが、当事者にとって、この時の痛みや苦しみはいつまでも変わることはなく、その人たちが少なくなっているからこそ、若い子供たちには伝えていかなければならないと思っています。原爆投下直後の犠牲者(死者)は広島で１４万人、長崎で７万と言われています。その後の原爆症がもとで亡くなった方は合計で５０万人を超えます。高熱で一瞬のうちに人の影だけを残して亡くなり、爆心地から離れた人も大きなやけどを負い、崩れたがれきの下で亡くなっていきました。助かった人々もその時の放射能で、また、その後の『黒い雨』で原爆症に死ぬまで苦しめられていきます。目がくらむまぶしい光。耳にこびりつく大きな音。人間が人間の姿を失い、無残に焼け死んでいく。町を包む何とも言い難い悪臭。血に染まった無残な光景を、原子爆弾はつくった原風景を忘れてはならないのだと思います。そして、同じ過ちを繰り返さないために『原爆慰霊の日、平和祈念式典』が行われています。６日の広島の『平和祈念式典』では小学６年生の児童が「国や文化や歴史、違いはたくさんあるけれど、大切なもの、大切な人を思う気持ちは同じです。みんなの『大切』を守りたい。『ありがとう』や『ごめんね』の言葉で認め合い、許し合うこと。寄り添い、助け合うこと。相手を知り、違いを理解しようと努力すること。自分の周りを平和 にすることは、私たち子どもにもできることです。」と、世界に向けて訴えかけていました。そして、９日を長崎では『県民祈りの日』として、～「 平和の礎」としての決意を ～「過ぎ去ったことを取り戻すことはできないが、過去の教訓は将来に活かすことができる」という言葉に込めて伝えてきています。

当たり前と思っていた日常が、ウイルスの脅威によって奪われました。日常が決して当たり前ではないことに気づかされました。今私たちは、何気ない、普段通りの日常がどれほど幸せなのかを感じています。互いに笑い合いながら、友だちと学校に行き、公園で遊ぶ。気持ちよく明日を迎え、さまざまな人と出会う当たり前の日常が、今は違います。コロナの影が、今後数年続いていく予想が語られています。経済のダメージは相当大きいようです。しかし、「７５年は草木も生えぬ」と言われた広島の町が、「あのようなことは二度と起きてはならない」という被爆者の力強い言葉と意志で、今は人々の活気に満ちあふれ、緑豊かな町になっています。女性や子供などの市民も含めて２３０万人もの人が犠牲になったあの終戦の焦土から、人々が諦めず持ち続けた希望を未来へとつないでいったことによって、今の私たちの生活があります。そして、コロナ後のこの社会の牽引者は、この子たちなのだと確信しています。

キャンプや海水浴もない短い夏休みでしたが、少しでも夏の思い出、夏にしかできない体験を、職員と子どもたちが一緒に計画し実行してきました。８月７日には北国の「七夕まつり」を行い、子どもたちは家族のことや将来の自分の夢などを短冊に書き、手作りの竹に飾って願いをかけていました。１２日のサイクリングでは、二つの目的地(宝水ワイナリー、栗山町アイスの家)を体力に合わせながら行いました。心配していたＳＨさんやＵＳさんが自分のペースで、往復３０キロを超す道程を小学６年生の３人の男子児童が完走したり、体力の限界や自転車の不備で途中でリタイアする子もいましたが、真剣に立ち向かっていきました。１４日の「夏祭り」では厨房にも協力してもらいながら、「焼きそば」「チャーハン」や「ハットグ」「チョコフォンデュ」や「くじびき」「お菓子屋さん」などの出店を準備や、ゴム手をしながら売り子になって頑張っていました。また、町内会では中止となった「ラジオ体操」や「盆踊り」も体育館を使って計画しながら行ってきました。「聞いたことは忘れ、見たことは覚え、体験したことは理解する」という言葉があります。老子が言ったこととされているこのことを、実験を通して数字で表したアメリカの研究者がいました。その結果、記憶に残る比率は、聞いたことは10％、見たことは30％、体験したことは80％（さらに、人に教えたときは90％）というものでした。体験を通して学ぶことは、単に対象と向き合うだけでなく、五感を通して直接自然や人、社会等の対象と関わります。そして、自らが対象に働きかけ、それらを整理統合していかなければなりません。このような体験を通して、子どもは学び、成長していくこととなります。直接体験の積み重ねが社会性や豊かな人間性を育む基盤になることを考え、今後も子どもたちと関わっていきたいと考えています。
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8月7日　それぞれの願いを短冊に書いていました。欲しい物を書く幼児さん・現実的な願いを書く子・将来の夢を書く子・家族の幸せを願う子、願いはそれぞれですが、みんな気持ちを込めて書き込み、手作りの竹にかけていました。


みんなの願いが叶いますように、


星に願いが届きますように。


―男子グループ担当　久慈正明―














　幼児さんと一年生で夏休みのおたのしみ会をしました。好きなジュースとアイスを買って、公園でアイスタイム。暑い日のアイスは格別です。ホームベーカリーで大好きなパン作りもしました。お部屋で焼きたてのパンができるワクワクとアツアツを食べる喜びで、笑顔がいっぱいです。プールで水風船を作って遊びました。おとなしかったのは最初だけで、一年生の男の子たちは職員をターゲットに水をかけ合い、ベッチャベチャになって遊びました。みんなで食べる昼食も楽しくて、大きなお出かけやイベントではないけれど、自分達だけの特別な時間や空間は大きな喜びが生まれるなぁと、改めて、また大切にしていきたい時間を確認しました。


―幼児グループ担当　成田志保里―




















8月から女子グループの担当となりました�EQ \* jc2 \* "Font:BIZ UDPゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 10(こかぐち),小ヶ口)��EQ \* jc2 \* "Font:BIZ UDPゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 10(さおり),紗織)�と申します。まだ分からないことも多いですが、日々子ども達とコミュニケーションを取りながら、しっかりとサポートできるように頑張ります。どうぞよろしくお願いいたします。











ご厚志　ご寄贈など　感謝申し上げます（８月１日～３１日）


（ご芳名もれをお許しください)


コープさっぽろ　様　　ビクトリア観光　様　　岩見沢更生保護女性会　様　　


阿弥陀寺　様　　光明寺　様　　　　河内克彰　様　　萩生田紀代子　様　　山田　昇　様


中嶋　仁　様　　吉田裕希　様　　浮田直樹　様　　門司一徹　様　　　細川　悟　様











　今年は町内会の盆踊りが中止になり、学園の中で盆踊りをしました。子ども達も一緒にちょうちん作りややぐら作りをしながら当日を楽しみにしていました。当日は浴衣や甚平を着て着飾りました。最初は意外と覚えていない踊りでしたが、徐々に思い出してきてみんなで輪になり楽しみながら踊りました。


―男子グループ担当　林祐太―





























Yさんお誕生日会　


半月も前からずっと楽しみにしていた誕生日。みんなでハッピーバースデーを歌い、テンション高めにせーの！でいただきますをしてケンタッキーを食べました。ずっと楽しみにしていただけあって、チキンを頬張りながら目を丸くして一言。「最高！」。


　誕生日会が終わったその夜も、職員たちと楽しく話しながらもらったメッセージカードをじっくりと見ていて、１年に１度の主役の日を満喫していたYちゃんでした。


　Yちゃん、お誕生日おめでとう！


―女子グループ担当　浜浦早希―








９月行事予定


1日（火）　防災の日　防災の日に向けた取り組み


2日（水）　南小６年修学旅行（～９／３）


3日（木）　光陵中体育大会（２年）


4日（金）　光陵中体育大会（３年）


9日（水）　南小５年宿泊研修（～９／１０）


12日（土）　駒沢幼稚園運動会


13日（月）　駒沢幼稚園振替休日


15日（火）　市内小中学校臨時休校


16日（水）　南小体育参観日（２・４年）


17日（木）　南小体育参観日（１・６年）　　　


18日（金）　南小体育参観日（３・５年）


21日（月）　敬老の日


22日（火）　秋分の日


23日（水）　学園避難訓練


24日（木）　学園健康診断


25日（金）　南小遠足（全学年）　　


26日（土）　誕生会　　


28日（月）　新篠津高２年現場実習（１０／９）





　材料を前に「どうやって作るの？」から始まったうちわ作り。うちわというものは知っていても１から作るとなると難しいようです。


　それでも、Sちゃんはプラスチック板にセロファンを貼ってかわいい風景を作ったり、自分の好きなキャラクターを描いてかっこいいうちわを作ったFくんなど、それぞれ工夫を凝らして世界に一つだけのうちわを作って楽しんでいました！


　終わった後はペンで手が緑になっていたりテーブルがキラキラしていたりと最後まで笑い溢れる活動でした。


―女子グループ担当　浜浦早希―








小学生６人で宝水ワイナリーまでサイクリングに行きました。


　真夏の日差しの中を片道６㎞、長距離を自転車で走るのは初めての子もいた中、目的地でソフトクリームを食べる事を目標に頑張りました。全員見事に完走することができ、たどり着いた先でソフトクリームを楽しみ、暑さですぐに溶けてしまったことも面白く思い出になりました。疲れもありましたが達成感の方が大きく、みんないい笑顔での帰園となりました。


―女子グループ担当　中村華和―











短い夏休みで新型ウイルスという社会情勢の中ではありますが、小学校6年生以上の男女で学園から栗山にあるアイスの家まで往復３２ｋｍの道のりを行ってきました。３２ｋｍといっても皆の頭の中には距離感もない状態、初めて行く所とあって余計に見通しが立たない旅ではありましたが、逆にそれが、ワクワク感やチャレンジ精神に繋がり、楽しみとなり、当日を迎えられました。天気は気温が高く快晴で、一人ペットボトル二本の水分も心もとなく感じ、様子を見て追加購入しました。自信のなかった子も無事に行きを制覇し、達成感を感じています。アイスを食べたり水分補給をし、近くの栗山公園で動物を見たりと時間を過ごし、さぁ帰ろうと思った矢先、パンクしている自転車が２台あるアクシデント。一台は空気を入れれば持ちこたえられる為、続行。２０ｋｍ前後で女子三名が惜しくもリタイアとなりましたが、それぞれが達成感や悔しさを持ち帰って次へのチャレンジに繋げています。残った男子四名は、暑さと距離からリタイアした子を羨む言葉も聞かれました。「ここからは己との戦い」と目標の【完走する】に弾みを付けて、見事往復３２ｋｍを合計3時間半程で走破しています。


大きな事故や怪我もなく帰ってきた事や、自分の限界を知ったり・越えたりと以前よりも成長した所、この日だけでも成長した部分を胸に【苦手な事にもチャレンジ出来る自分】に繋がって欲しいと願うばかりの楽しい行事でした。


―男子グループ担当　佐々木　達生―





　年々本格化してきた光が丘祭り！コロナの予防を行いながら係の先生を中心に炊事さんにも協力をお願いして皆で準備をしました。今年は屋台のメニューも豊富になり、期待も膨らみます。子ども達は数日前から食券作りや看板作りに色んな案を出し、大人の想像以上に力を発揮して頑張っていました。


　当日は天気にも恵まれ、暑すぎず雨も降らずで一安心。朝は慌ただしく準備に取り掛かり、「まだかな～まだかなぁ～」とハラハラワクワク。スタートと同時にくじ引きに並んだり、チャーハンにラーメン・ジンギスカンにタピオカジュース・チョコレートフォンデュとプリン！どんどん食券を交換し、外でみんなでご飯を食べる美味しさや楽しさを実感していました。店番も忘れず、自分の仕事としてしっかりと頑張ってくれた姿も大変ステキでした。　　　　　　　　―家庭支援専門相談員　大浦志帆―











